
保護者 38人 施設 14人

H28 H29 H28 H29

1 学校の教育目標は、わかりやすい目標になっている。 3.7 3.6 3.3 3.4

保護者 3.7 2 3.8 3.7 3.5 3.4

施設 3.5 3 3.8 3.6 3.0 3.1

4 3.7 3.7 3.1 3.6

5 3.7 3.7 3.1 3.2

6 先生は、学習の様子や健康状態の情報を知らせてくれる。 3.7 3.7 3.7 3.6

7 悩みや相談があるときは、先生は親身になって応じてくれる。 3.8 3.8 3.1 3.4

8 3.8 3.7 3.2 3.4

9 学校は、子どもの生活に活かす校外学習や体験学習を行っている。 3.8 3.8 3.4 3.7

10 学校は、交流学習（交流および共同学習）を計画的に行っている。 3.8 3.8 3.4 3.6

11 3.7 3.6 3.1 3.2

12 3.8 3.7 3.4 3.9

13 3.6 3.6 3.2 3.4

14 3.8 3.8 3.2 3.6

15 3.4 3.4

16 3.7 3.6 3.3 3.6

保護者 3.6 17 学校は、校舎内外の清掃・整理整頓や整備を行っている。 3.6 3.7 3.3 3.7

施設 3.6 18 学校は、教育に必要な施設や設備を整えている。 3.6 3.4 3.2 3.4

19 3.6 3.7 3.4 3.6

20 学校は、学校行事や授業を参観する機会をよく設けている。 3.9 3.8 3.6 3.8

保護者 3.7 21 学校は、学校行事や学校公開など地域へ広報を行っている。 3.8 3.8 3.5 3.6

施設 3.6 22 学校は、外部の機関と連携をしながら指導を行っている。 3.8 3.6 3.1 3.1

23 3.8 3.7 3.3 3.6

24 3.8 3.7 3.3 3.6

学校は、安全面に十分配慮し毎月の安全点検や迅速な修理等に努めている。

教育環境

具　　体　　的　　評　　価　　項　　目

教育活動

開かれた学校

学校は、地域への理解・啓発のためボランティア活動や生徒バザーなど
に取り組んでいる。(作業バザー,清掃活動,銀行での作品展など)

学校は、地域の人々や保護者に学校施設を開放している。
（子供会、ＰＴＡ活動など）

学校は、発達段階に応じた進路指導や保護者への情報提供を行っている。

学校は、命の大切さや人との関わり方について指導している。

学校は、子どもたち一人一人に向き合い、いじめのない環境づくりに努めている。　　　　　　

学校は、学習に必要な教材・教具・図書を整備している。

学校は、いじめ問題に対する基本方針を基にした指導体制やいじめの状
況事案への対応について分かりやすく説明している。
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学校や学級の雰囲気がよく、子どもは楽しく生活している。

学校は、社会生活に必要なルールやマナー、あいさつの指導を行っている。

学校は、保護者とともに個別の教育支援計画を作成し指導している。

先生は、子どもをよく理解し、共通理解をもって子どもたちの指導を行っている。

評　　価

先生は、学習活動に必要な教材や内容を工夫し授業を進めている。

先生は、専門的知識や指導技術をもとに丁寧に指導している。

保護者 施設


